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１．開催概要

１）目的

北陸地方における建設事業の円滑な推進を図るため、官公庁及び民間の建設会社におい

て、新たに研究開発された新技術、新工法等を報告することにより、研究開発技術の普及

を図る事を目的に開催する。

２）開催日時等

平成１６年１０月１９日（火） ９：３０～１７：００

９：３０～ ９：４０ 開会式

北陸地方整備局 企画部長 望月 達也

９：４０～１０：４０ 記念講演

「ユニバーサル社会創造に向けて」

（有）ミカユニバーサルデザインオフィス

取締役社長 長谷川 美香

１０：５０～１６：３２ 技術報告

報告技術３５技術

１６：３５～１６：４５ 閉会挨拶

北陸地方建設事業推進協議会

「建設技術報告会」実行委員会委員長 難波 政行

３）開催会場

○会場

新潟ユニゾンプラザ

新潟市上所２－２－２

TEL：025-281-5511

○使用室

・開会式 2F 多目的ホール

・記念講演 2F 多目的ホール

・報告会場

第一会場 2F 多目的ホール

第二会場 4F 大研修室

・閉会式 2F 多目的ホール

○定員

・多目的ホール 定員410名
計600名

・大研修室 定員190名

４）構成及び報告時間

記念講演と技術報告会の２部構成とし、技術報告会は２会場、１題14分で４～５題毎に

５分間の質疑・応答を行った。
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５）報告技術のテーマ

北陸地方の建設技術の基本課題である下記５テーマより分類して報告を行った。

①雪に強い地域づくり

(克雪対策、冬期道路交通の安全確保・安全性に関する新技術等)

②良いものを安く

(生産性向上、コスト縮減、省力化に関する新技術等)

③自然災害からの安全確保

(危機管理、土石流などの防災に関する新技術等)

④環境の保全と創造

(建設副産物、リサイクル、省エネルギーに関する新技術等)

⑤ゆとりと福祉

(情報化、バリアフリーに関する新技術等)

⑥その他

（その他①～⑤に属さない技術）

６）テーマ別報告技術数

７）主催

この報告会は、北陸地方建設事業推進協議会の活動の一環として、関係諸団体で構成し

た「平成１６年度北陸地方建設事業推進協議会『建設技術報告会』実行委員会（実行委員

長：北陸技術事務所長）」の主催で実施した。

実行委員会構成機関及び委員は以下のとおり。

役 員 所 属 役 職 氏 名

委員長 北陸地方整備局 北陸技術事務所 事務所長 難波 政行

委 員 北陸地方整備局 企画部 技術管理課 課長補佐 三浦 守

委員・会計監査 新潟県 土木部 技術管理課 土木工事検査監 佐野 明

委 員 富山県 土木部 企画用地課 技術管理係長 酒徳 鋼一

委 員 石川県 土木部 技術管理課 課長補佐 加賀 芳博

委 員 日本道路公団 北陸支社 建設部 工務課 課長代理 中沢 寿幸

委 員 (社)日本土木工業協会 北陸支部 技術委員長 坂巻 明人

委 員 (社)日本道路建設業協会 北陸支部 幹事長 喜綿 洋二

委 員 (社)日本建設機械化協会 北陸支部 普及部会委員 榎 紀洋

委 員 (社)新潟県建設業協会 契約制度室長 圓山 文史朗

委 員 (社)富山県建設業協会 常務理事 木田 昭司

委 員 (社)石川県建設業協会 常務理事 金谷 進

委 員 北陸土木コンクリート製品技術協会 専務理事 柴田 勝太

委 員 (社)プレストレスト・コンクリート建設業協会 北陸支部 事務局長 滝沢 俊次

委 員 北陸ＰＣ防雪技術協会 事務局長 村田 佳久

委 員 北陸建設リサイクル協会 理事長 天尾 雅実

委 員 新潟県融雪技術協会 技術委員長 横山 政俊

委 員 (財)新潟県建設技術センター 参事 吉田 敦

委 員 北陸地質調査業協会 事務局長 吉岡 稔

委 員 (社)建設コンサルタンツ協会 北陸支部 広報委員長 田辺 修

委 員 (社)北陸建設弘済会 理事・事業調査室長 大林 松雄

事務局 北陸地方整備局 北陸技術事務所 副所長 宮村 兵衛

事務局 北陸地方整備局 北陸技術事務所 建設専門官 石田 一義

テーマ名 報告数

①雪に強い地域づくり 5

②良いものを安く 9

③自然災害からの安全確保 4

④環境の保全と創造 12

⑤ゆとりと福祉 1

⑥その他 4

計 35
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８）聴講者数一覧表

国土交通省 北陸地方整備局 59 65
他地方整備局 15 14

その他省庁・公団 その他省庁・公団 0 0
自治体関係 新潟県 13 16

新潟県　市町村 7 2
富山県 2 2
富山県　市町村 0 0
石川県 9 9
石川県　市町村 0 0
長野県 1 0
福島県 1 1
山形県 1 1

日本道路公団 日本道路公団  北陸支社 5 1
113 111

協会等：主催 (社)新潟県建設業協会 44 37
(社)富山県建設業協会 0 1
(社)石川県建設業協会 0 0
(社)日本土木工業協会 57 42
(社)日本道路建設業協会 46 42
(社)日本建設機械化協会 54 51
北陸土木コンクリート製品技術協会 18 8
(社)ﾌﾟﾚｽﾄﾚｽﾄ･ｺﾝｸﾘｰﾄ建設業協会 18 13
北陸ＰＣ防雪技術協会 13 7
北陸建設リサイクル協会 0 0
新潟県融雪技術協会 9 2
(財)新潟県建設技術センター 9 7
北陸地質調査業協会 8 6
(社)建設コンサルタンツ協会 29 15
(社)北陸建設弘済会 6 10

311 241
協会等：その他 (社)日本埋立浚渫協会 13 9

(社)日本測量協会 0 0
(社)建設電気技術協会 57 40
(財)先端建設技術センター 1 0
(財)河川情報センター 1 0
(社)雪センター 北陸支部 1 0
(財)道路保全技術センター 4 1
(財)ダム技術センター 0 0
(財)ダム水源池環境整備センター 0 0
(財)リバーフロント整備センター 0 0
(財)砂防地すべり技術センター 0 0
(財)日本建設情報総合センター 0 0
(財)経済調査会 北陸支部 0 0
(財)国土開発研究センター 0 0
一般（加入協会不明を含む） 23 34

100 84
学校 1 1
報道 0 6
発表者 35 35

36 42
（官 公 庁　合計） 113 111
（民　  間　合計） 447 367

560 478
官 9 9
民 14 14

スタッフ 23 23

合計

小計

小計

小計

小計

2 2

9 9

74 79

20 18

機関名
聴講者数

聴講申込数 当日聴講者
計 計
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２．実施内容

１）プログラム

以下のプログラムに沿い実施した。

※本プログラムは、報文と共に報文集として製本した。
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２）記念講演

演 題：「ユニバーサル社会創造にむけて」

講 演 者：有限会社 ミカユニバーサルデザインオフィス 取締役社長 長谷川 美香

講演概要：本格的な高齢化社会を目前に、一人一人が安心して暮らせる社会が求められて

おり、社会資本整備の面からユニバーサルデザインという考え方が一層重視さ

れるという事を分かり易く講演して頂きました。

３）報告技術一覧表

協会・機関名 テーマ 報文題名 所属・勤務先

④ 携帯端末を用いた緊急体制についてのケーススタディ
石川県中能登土木総合事務所
羽咋土木事務所

② 斜角がある大型分割ボックスカルバートの施工 石川県南加賀土木総合事務所

日本道路公団 北陸支社 ① 標識等の落雪対策現地試験 日本道路公団　北陸支社

④ 土石流監視システムの効果（鉄砲水の捕捉） 株式会社興和　上越支店

③ ゼオライトを用いた臭気・粉塵対策工法 株式会社　福田組

(社)富山県建設業協会 ② 発破を用いた締固め工法「衝撃締固め工法」 佐藤工業株式会社

② 砂地盤におけるシールド機地中接合技術 鹿島建設株式会社　北陸支店

②
中性子水分計を用いたﾌﾚｯｼｭｺﾝｸﾘｰﾄの単位水量測定技
術の開発と実施工への適用

東亜建設工業株式会社

② コンクリートの耐久性向上を目指した新しい表面防護工
鉄建建設株式会社
技術センター

③ ヤシ殻マットによる緑化技術 株式会社　間組

③
ダイオキシン類および有害重金属を含んだ底質の無害化
処理技術ソイルクリーンシステム（ソックス工法）について

株式会社　本間組

⑥ 連続ベルトコンベア方式によるずり運搬
大成・錢高・第一・松本土建
企業体

⑥ 海底トンネル内部からの立坑掘削工事
前田建設工業株式会社
北陸支店

③ グリズリアンダー材の力学特性に与える温度の影響 福田道路株式会社

③ ポーラスコンクリートの諸性状について 株式会社渡辺組技術研究所

③ 遮熱塗料を用いた路面温度上昇抑制舗装について
鹿島道路株式会社
北陸支店

① 多機能舗装（オークサイレント） 大林道路株式会社　本店

③ コンクリート再生骨材のアスファルト混合物への適用
北川ヒューテック株式会社
技術研究所

① 切削溝による正面衝突事故対策「ランブルストリップス」
株式会社NIPPOコーポレーション
北信越支店

②
「マルチコート」を用いた排水性舗装用高機能接着工法に
ついて

東亜道路工業株式会社
北陸支社

③ 排水性舗装の再利用に関する検討 前田道路株式会社　北陸支店

⑤ 北陸に於けるバリアフリー歩道
日本道路株式会社　北信越支店
北信越技術センター

① 凍結抑制舗装「ザペック工法タイプG」 世紀東急工業株式会社

② 高強度ＲＣプレキャスト舗装版の施工事例について 株式会社　ガイアートＴ・Ｋ

③ リサイクルから循環型社会へ 株式会社　ニットク

③ 木材膨軟化処理機プレスショットの紹介 コマツ

北陸土木コンクリート
製品技術協会

④ 廃タイヤリサイクル材を用いた護岸ブロック開発について 株式会社　アドヴァンス技研

(社)プレストレスト・コンクリート
建設業協会 北陸支部

② 波形鋼板ウェブＰＣ　Ｔ桁橋の開発 株式会社　ピーエス三菱

北陸ＰＣ防雪技術協会 ④ 落石シミュレーション・ＣＲＳＰの改良 日本サミコン株式会社

新潟県融雪技術協会 ②
道路消雪井戸の点検修繕効率化技術の開発（第２報）～
小型水中カメラ・修繕ロボットの活用事例報告～

株式会社興和　中越支店

① 福祉・安心除雪システム 株式会社　アルゴス

③
石炭灰を用いたＦＡモルタルおよびＦＡエアモルタルの研
究

北電技術コンサルタント株式会社

⑥ 水理現象を活用した雨天時越流水のきょう雑物対策工法 日本工営株式会社

④ 既設フィルダムの耐震強化設計 日本工営株式会社

⑥ コンクリート橋の簡易診断手法 日本工営株式会社

12 機関 35技術

(社)日本建設機械化協会
　北陸支部

(社)建設コンサルタンツ協会
 北陸支部

石川県

(社)新潟県建設業協会

(社)日本土木工業協会
　北陸支部

(社)日本道路建設業協会
　北陸支部
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３．準備及び運営

１）平成16年度 北陸地方建設事業推進協議会「建設技術報告会」スケジュール
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２）主な経緯

注）中越地震災害の影響により、第二回実行委員会の開催を延期し、各委員へ会議資料の送付による

対応を図った。

３）報告会当日の運営体制

会議名等 実施日 場所 内容

「建設技術報告会」
　　第一回実行委員会

平成16年4月22日(木) 万代荘
実施計画書(案)の承認
予算(案)の承認

「建設技術報告会」開催 平成16年10月19日(火) 新潟ユニゾンプラザ

「建設技術報告会」
　　第二回実行委員会

－ －
実施状況報告
決算報告
会計監査報告

係　　名 作　業　内　容 国交省 新潟県
新潟
建協

土工協 道建協 機械協

受付係 聴講者及び発表者の受付 ４ ２ ２ ２ ２

報告会司会係 報告会の司会進行 ２ １ １

時間管理係 発表時間の管理 (２)

パソコン係
発表者の来場確認及びPCトラ
ブル時の対処

２

マイク受渡し係 質問者へのマイクの受渡し １ (１) (１) (１)

会場照明係 会場照明の調整 １ (１)

開閉会・記念講
演司会係

開閉会・記念講演の司会進行 １

VIP案内・マスコ
ミ対応係

記念講演者等の誘導及びマス
コミ対応

１ 　接遇終了後マイク係へ

連絡調整係 報告会全体の連絡・調整 １

接遇係 記念講演者等の接遇 １

写真係 開催状況等の写真撮影 (1) (１)

９ ４ ２ ３ ３ ２

※括弧内の数字は、記念講演終了後、受付係から各係に移動した人数

計

合計 ２３
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４）会場レイアウト

（１）会場概略図

（２）第一会場配置図

○開・閉会式、記念講演時
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○報告会時

（６）第二会場配置図
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（７）受付配置図
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４．広報

１）広報活動内容

２）掲載内容

(１)開催前掲載

○チラシ（Ａ４） （表） （裏）

依頼等時期 掲載確認 備考

ポスター配布 － －
チラシ配布 8月10日発送

新潟県政記者クラブ

富山県政記者クラブ
石川県庁記者クラブ
山形県政記者クラブ
長野県表現センター
福島県政記者クラブ

岐阜県政記者クラブ

日刊建設通信新聞社
新潟支局

9月30日．10月20日

日本工業経済新聞社
新潟支局

－

日刊建設工業新聞社
北陸総局

9月17日．10月18日

日刊建設工業新聞社
北陸支局

－

建設ジャーナル －
新潟建設日報社 －

産業新聞社　信越支局 －
鉄鋼新聞社　新潟支局 －
北陸工業新聞社　新潟支局 －
北陸工業新聞社　富山支局 －
市町村新聞社 －

中部建設新聞社 －
実業新報社　富山支社 －
日刊建設産業新聞社 －

ホームページ開設 北陸技術事務所 ・9月21日～

内　　　　容

記者クラブ投込み

9月19日 －

業界紙投込み

9月19日
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○ホームページ

北陸技術事務所 平成１６年９月２１日～

○新聞

日刊建設通信新聞

平成１６年９月30日記事

日刊建設工業新聞

平成１６年９月１７日記事
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(２)開催後掲載

○新聞

日刊建設通信新聞

平成１６年10月20日記事

日刊建設工業新聞

平成１６年10月18日記事
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５．アンケートの実施

受付時に報文集、質問用紙とあわせてアンケート用紙を配布し、アンケートを行った。

１）様式

アンケートの内容は以下のとおり。

２）回収率

アンケートの回収率は以下のとおり。

官 公 庁 民 間 計

配 布 数 １１１ ３６７ ４７８

回 収 数 ３８ １１９ １５７

回 収 率 ３４．２％ ３２．４％ ３２．８％
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３）回答内容
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６．実施状況

開会挨拶 記念講演

北陸地方整備局 企画部長 望月 達也 ミカユニバーサルデザインオフィス

長谷川 美香氏

記念講演聴講状況 報告会第一会場発表状況

報告会第一会場聴講状況 報告会第一会場質疑応答状況

報告会第二会場発表状況 報告会第二会場聴講状況
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報告会第二会場質疑応答状況 閉会挨拶 「建設技術報告会」実行委員長

難波 政行（北陸技術事務所長）

受付状況 アンケート記入状況

パネル展状況 報告会場入館状況
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